
様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書   
  

  

令和 4 年 7 月 21 日 

 幹事長 

      浦川 佳浩 殿 

                                             出張者氏名 坂上昌史     

 

 

 

 

 

              下記のとおり報告します。 

 

 

 

 １．出 張 先  自治体議員セミナー（東京国際フォーラム） 

  ２．出張日時  令和 4 年 7 月 20 日（水曜日）〜 7 月 21 日（木曜日）   

  ３．出張用務 

    自治体議員セミナーに出席 

 

  ４．旅費等 

[1] セミナー参加費 （5,000 円×2 講座）      10,000 円               

[2] 旅費                      

   宿泊費                    9,504 円 

       航空券 （関空−羽田 往復）          30,120 円 

              電車代 （熊取−関空 往復）           920 円 

           （羽田−有楽町 往復）          1,256 円 

                                             総計   51,800 円  

 

 

５．報    告 

   下記の自治体議員セミナーを受講した。 

① 女性の視点からの議会改革 

② 次を見据えた生活困窮者対策 

 

(詳細な講義内容は次頁に示す) 

 



 

５．報  告  書 

・女性の視点からの議会改革  

 講師 本目さよ氏 WOMAN SHIFT 代表理事 

 日本の議会全体として女性議員が少ないこと、また若手女性議員が少ないことを挙げら 

れていた。またハラスメントに着いてもセクシャルハラスメント意外に新人議員の立ち居 

振る舞い（一般質問のやり方、来賓の招待がきた時の対応など）議会ごとに違うローカル 

ルールを教えてもらえない等の体験談があった。 

 中でも議員のセカンドキャリアについての話で、この部分は男女関係なく若くして議員 

になった人が次のキャリアを考える上でとても難しい現状にあることが述べられた。 

自身に当てはまる部分でもあるし、次の若い世代の議会参加に向けて課題解決しなければ 

ならないと感じた。 

 

・次を見据えた生活困窮者対策 

 講師 瀬戸大作氏 一般社団法人 反貧困ネットワーク 事務局長 

 講師の瀬戸氏が主に東京都内で活動しておられる方なので、主に都内の実例紹介であっ 

たが、具体的で現在進行形の現場の話を聞くことができた。現在都内で起こっていること 

なので、今後熊取町でも問題になってくることもあると感じた。また貧困の連鎖、貧困家 

庭の子供の教育支援など、現在の熊取町でも考えられる問題への対策が不十分であるとの 

提言もあった。 

 

 

 

 

 

 

 


